
　
市
制
施
行
記
念
日
の
9
月
1
日
、
教
育

会
館
で
「
勝
山
市
表
彰
式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
方
自
治
や
産
業
な
ど
の
各
分
野
で

功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、
水
上
市
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
令
和
33
年
度　

勝
山
市
表
彰
式

年
度　

勝
山
市
表
彰
式

山や
ま　
岸ぎ

し　
正ま

さ　
裕ひ

ろ 

（
76
）

＝
元
町
３
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
市
長
と
し
て
安
定
し

た
市
政
運
営
に
尽
力
し
、
地
方
自
治
の
振

興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

今い
ま　
井い　
克か

つ　
己み 

（
64
）

＝
郡
町
２
丁
目
＝

瀬せ　
戸と　
誠せ

い　
一い

ち 

（
62
）

＝
昭
和
町
３
丁
目
＝

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
常

議
員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業

の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

松ま
つ　
村む

ら　
勘か

ん

兵べ

衞え 

（
72
）

＝
鹿
谷
町
北
西
俣
＝

　
長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
会
長
と
し

て
そ
の
要
職
を
務
め
、
農
地
保
全
に
努
め

る
な
ど
農
業
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

前ま
え　
田だ　
壽す

み　
夫お 

（
69
）

＝
村
岡
町
黒
原
＝

　
長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
を
務
め
、
農

地
保
全
に
努
め
る
な
ど
農
業
行
政
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
た

本ほ
ん　
夛だ　
順じ

ゅ
ん　
治じ 

（
73
）

＝
鹿
谷
町
本
郷
＝

　
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
理
事
と
し

て
土
地
改
良
事
業
に
尽
力
し
、
農
業
行
政

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

白し
ろ　
木き　
正ま

さ　
男お 

（
80
）

＝
栄
町
３
丁
目
＝

江え　
戸ど　
し
お
り 

（
29
）

＝
旭
町
１
丁
目
＝

前ま
え　
澤ざ

わ　
友ゆ

う　
作さ

く 

（
45
）

＝
千
葉
県
＝

渡わ
た　
邉な

べ　
哲て

つ　
男お 

（
49
）

＝
東
京
都
＝

　
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
労

林は
や
し　　
　
照て

る　
郎お 

（
62
）

＝
旭
町
２
丁
目
＝

四よ　
方も　
真し

ん　
二じ 

（
62
）

＝
鹿
谷
町
北
西
俣
＝

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献
身
的

な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災
害
防
止

に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

石い
し　
橋ば

し　
政ま

さ　
光み

つ 

（
68
）

＝
野
向
町
聖
丸
＝

　
長
年
に
わ
た
り
聖
丸
農
家
組
合
長
を
務

め
る
と
と
も
に
、
勝
山
地
区
農
家
組
合
長

会
長
会
の
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
農
業
行
政

の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
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農
地
に
関
す
る
こ
と　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ご
紹
介

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
88
‐
８
１
１
５

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
と

し
て
、
ま
た
地
域
の
世
話
役
と
し

て
皆
さ
ん
か
ら
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

農
地
の
売
買
、
贈
与
、
貸
し
借

り
、
転
用
等
は
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
で
す
。
農
地
に
関
す
る

こ
と
は
、
お
近
く
の
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

お
守
り
い
た
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
な
ど
、
現
場
を
中
心
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

会長
松村 勘兵衞 氏

職務代理者
辻　尊志 氏

氏　名 担当区域
(会長)
松村勘兵衞

西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、保田、杉俣、
志田、発坂、保田出村

（職務代理者)
辻　　尊志 赤尾、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野

北山　謙治 元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町
酒井　清泰 大袋新道、蓬生、中島、千代田、比島

須見　則雄 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、新保、松ヶ崎、境、
戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、伊波、妙金島

髙野　　忍 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町
滝本　和子 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣
田中　政男 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉
牧野　昌久 下荒井、嵭崎、大袋、北山
山内百合子 平泉寺、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

山口　拓雄 猪野口、若猪野、高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、
旭毛屋町、岡横江

吉田　武博 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、
坂東島、上野

区域 氏名 担当区域

第1区
横山　定守 別所、境、戸倉、西ヶ原、新道、細野口、北宮地、堀名、中清水、

妙金島
坂上　信雄 北新在家、松田、田名部、布市、清水島、新保、松ヶ崎、伊波

第2区 田中　昭司 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、伊知地、
坂東島、上野

第3区 吉田　新一 保田、西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、杉俣、
志田、発坂、保田出村

第4区 前田　壽夫 滝波町、郡町、五本寺、黒原、栃神谷、暮見、寺尾、浄土寺、長山町

第5区 松井　喜治 龍谷、竹林、聖丸、深谷、薬師神谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉、中尾、
北六呂師、河合、木根橋、小原、谷、杉山、中野俣

第6区
松田　数実 赤尾、笹尾、大渡、壁倉、岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、経塚、上野
林　　博史 平泉寺、神野

第7区 廣瀬　介治
元町、昭和町、旭町、立川町、本町、栄町、沢町、芳野町、猪野口、
若猪野、高島、西高島、毛屋、毛屋町、猪野、片瀬、片瀬町、
旭毛屋町、岡横江

第8区 鳥山　義昭 下荒井、嵭崎、大袋、大袋新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

勝山市農業委員� （敬称略）

勝山市農地利用最適化推進委員（農業委員と連携し地域で現場活動を行います）� （敬称略）

新
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財政公表

令
和
令
和
22
年
度
の
決
算
状
況

年
度
の
決
算
状
況

　
市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
総
　
括
●

　
令
和
２
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
６

１
億
９
８
５
万
円
、
歳
出
が
１
５
６
億
２
３
４
８
万
円
と

な
り
、
歳
入
で
30
・
５
％
の
増
、
歳
出
で
29
・
７
％
の
増

（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入

歳
出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
財
源
１
億
９
３
０
６
万
円
を
引
い
た
２
億
９
３
３

１
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
　
入
●

　
市
税
は
、
３
・
２
％
減
の
27
億
２
９
８
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
個
人
市
民
税
で
は
、
納
税
義
務
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
お
よ
び
税
率
引
下
げ
の
影

響
な
ど
に
よ
り
法
人
市
民
税
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
１
月
の
大
雪
の
影
響
に

よ
り
市
道
除
排
雪
経
費
な
ど
の
特
殊
財
政
需
要
分
が
大
幅

に
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
４
・
３
％
増
の
43

億
９
１
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
財
源
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
や
1
月
の
大
雪
の
影
響
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
２
０

９
・
９
％
増
の
47
億
３
０
１
６
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
に
よ
り
寄
附
金
が
68
・
３
％
増
の
８

８
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
　
出
●

　
総
務
費
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
な
ど
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
し
た
事
業
が

大
き
く
影
響
し
、
１
４
１
・
８
％
増
の
42
億
６
９
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
商
工
費
は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
や
、
各
種
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
62
・
８
％
増
の
９
億
９
０
６

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
児

童
・
生
徒
お
よ
び
教
員
に
１
人
１
台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を
整
備

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
16
・
８
％
増
の
13
億
８
３
６
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
大
雪
の
影

響
に
よ
り
除
排
雪
経
費
の
決
算
額
が
平
年
を
大
き
く
上

回
っ
た
が
、
国
庫
補
助
金
お
よ
び
特
別
交
付
税
な
ど
に
よ

る
手
厚
い
財
政
措
置
に
よ
り
収
支
財
源
超
過
額
を
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
末
か
ら
１
億
９

７
９
３
万
円
増
加
し
、
総
額
16
億
１
９
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前
年
度
末
か
ら
９
４
９
１

万
円
増
加
し
、
総
額
１
２
５
億
４
７
４
６
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
普

通
債（
建
設
事
業
債
）の
残
高
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
か
ら

２
億
２
３
１
万
円
増
加
し
77
億
５
０
８
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

人件費（15.1%）

物件費（8.6%）

補助費等（23.9%）

普通建設事業費（12.6%）

扶助費（15.4%）

公債費（7.2%）

繰出金（9.0％）

歳出

歳入総額
161億985万円

歳入

市　税
27億2,988万円

（16.9％）

その他
12億
8,699万円

（8.0%）

地方交付税
43億9,120万円

（27.2%）

県支出金
11億
4,509万円
   （7.1%）

国庫支出金
47億3,016万円

（29.4%）
歳出総額
156億2,348万円

市 債
11億6,950万円

（7.3%）

衛生費
9億3,600万円

（6.0%）

土木費
16億6,314万円

（10.7%）

消防費　4億5,718万円（2.9%）

教育費
13億8,368万円

（8.9%）

公債費
12億2,296万円
（7.8％）

商工費　9億9,063万円（6.4%）

議会費　1億5,629万円（1.0％）

労働費
1億1,446万円

（0.7%）
農林水産業費
7億4,791万円

（4.8%）

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　（
3.2
％
）

積
立
金（
3.8
％
）

総務費
42億693万円
（26.9%）

民生費
37億3,891万円

（23.9%）

諸収入
3億5,759万円（2.2%）

繰入金
2億9,944万円（1.9%）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地 方 特 例 交 付 金
法人事業税交付金
環境性能割交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 付 金

3億   337万円
1,686万円

4億9,634万円
1億6,365万円
1億   696万円

1,881万円
2,196万円
1,357万円

286万円
1,215万円
1,412万円
2,571万円

245万円
8,818万円

（その他の内訳）（その他の内訳）

災害復旧費 539万円

貸
付
金（
1.3
％
）
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＊
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構
造

の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
。
毎
年
経
常
的
に

収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
、
必
ず
支
払
う
経
費
の

割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共
団

体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る
と
、

子
ど
も
が
別
居
し
て
い
る
場

合
、
標
準
的
な
生
活
費（
家
賃

や
食
費
な
ど
）に
対
す
る
標
準

的
な
収
入
（
給
料
な
ど
）
の
割

合
で
す
。
な
お
、
標
準
的
な

生
活
費
と
標
準
的
な
収
入
の

差
額
で
不
足
が
生
じ
る
と
親

か
ら
の
仕
送
り
（
普
通
交
付

税
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模（
地
方
公
共
団
体
が
自

由
に
使
え
る
財
源
の
標
準
的

な
収
入
）に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全
会

計（
一
般
会
計
な
ど
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
を

含
む
）の
実
質
赤
字
が
標
準
財

政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債
な

ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会
計

な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
債

務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高（
親
が
肩
代

わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、
家

族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な
ど

に
係
る
経
費
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
財
源
（
貯
金
な
ど
）
を
差
し

引
い
た
額
が
、
そ
の
年
の
給

料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
す
。

合計125億4,746万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
568万円

1万円
0万円

2,437万円
34万円

3,569万円
102万円

0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

1億9,320万円
10億7,419万円
1億8,208万円

23億5,733万円
3億5,139万円

28億1,472万円
848万円

4,780万円

1億8,752万円
10億7,418万円
1億8,208万円

23億3,296万円
3億5,105万円

27億7,903万円
746万円

4,780万円

27億2,988万円

市民税
11億6,635万円

（42.7%）

固定資産税
11億9,337万円

（43.7%）

軽自動車税
8,178万円（3.0%）

市たばこ税
1億4,375万円（5.3%）

入湯税
1,118万円（0.4％）

都市計画税
1億3,345万円（4.9％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特
別
会
計

125億4,746万円

52億6,502万円

12億7,643万円

4,090万円

191億2,980万円

（令和3年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万8,015㎡
2,254万8,776㎡

30万7,272㎥

30億0,705万円
16億1,960万円
13億8,745万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億8,151万円
2億4,405万円

民生  1億1,937万円
衛生　2億4,121万円

農林水産
5億2,582万円

土木

土木

土
木 （公園）

7,945万円教育

その他
5億5,783万円

消防 3億7,755万円

15億4,843万円

臨時
 財政対策債
47億
9,664万円

商工 3億4,879万円

（都市計画）
26億5,266万円

（道路橋りょう・住宅）
12億9,972万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

R2
年
度

R1
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

92.7％

経常収支比率

92.5％
92.6％

財政力指数
＊ ＊

0.44
県内9市平均 93.2％ 0.64

0.44
0.64

全  国  平  均 93.0％ 0.64

財 政 健 全 化 判 断 比 率
＊ ＊ ＊ ＊

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.01

連結実質赤字比率

－－－
19.01

実質公債費比率

8.5
25.0

将来負担比率

79.8
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 8.5 76.6
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令
和
令
和
22
年
度
年
度  

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）　
☎
88
‐
８
１
０
９

業
務
状
況（
表
①
参
照
）

　
令
和
2
年
度
は
、
給
水
人
口
が
3
6
3

人
減
少（
前
年
度
比
1
・
67
％
減
）し
た
も

の
の
、
給
水
戸
数
は
84
戸
増
加
（
前
年
度

比
1
・
12
％
増
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
年
間
総
配

水
量
、
年
間
有
収
水
量
が
前
年
度
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
有
収
率

は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
前
年
度
よ

り
0
・
37
％
上
昇
し
ま
し
た
。

財
政
状
況（
表
②
参
照
）

　

当
年
度
の
総
事
業
収
益
は
4
億
８
９

７
４
万
円
、
総
事
業
費
用
は
4
億
７
７
３

６
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
当
年
度
は
純
利
益
１
２
３

７
万
2
千
円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
資
本
的
収
入
は
9
8
1
9
万
2

千
円
、
資
本
的
支
出
は
2
億
8
9
5
6
万

5
千
円
と
な
り
、
こ
の
1
億
9
1
3
7
万

3
千
円
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保
資

金
及
び
減
債
積
立
金
取
崩
額
で
補
填
し

ま
し
た
。

総
括
事
項

　
営
業
収
益
は
、
前
年
度
比
3
・
52
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
収
入
で
あ
る
給

水
収
益
は
、
人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に

よ
り
前
年
度
比 

3
・
61
％
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
外
出
自
粛
や
休
業
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
小
口
径（
主
に
家
事
用
）の
給

水
収
益
が
増
加
し
た
以
上
に
、
中
口
径
か

ら
大
口
径（
営
業
用
、工
業
用
、学
校
用
等
）

の
給
水
収
益
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　
一
方
、
営
業
費
用
は
、
人
件
費
が
増
額

と
な
り
、前
年
度
比
0・86
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
漏
水
修
繕
の
実
施
に
よ
り
有

収
率
が
改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
水
収
益
が
減
少
す
る
中
で
も
、
維
持
管

理
費
の
削
減
に
努
め
、
経
常
収
支
は
安
定

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
34
年
の
事
業
創
設
か
ら

約
60
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
管
路
や

設
備
の
更
新
の
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
地
震

な
ど
の
災
害
に
備
え
た
強
靭
化
や
耐
震

化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
３

月
に
策
定
し
た
勝
山
市
水
道
事
業
経
営

戦
略
に
基
づ
き
、
管
路
な
ど
の
更
新
お
よ

び
耐
震
化
を
進
め
る
予
定
で
す
が
、
多
額

の
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
国
庫
補
助

金
や
保
有
資
金
の
計
画
的
な
活
用
と
と

も
に
、
料
金
改
定
も
含
め
、
財
源
を
確
保

し
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
清
浄

で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
既

存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、、
更

な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
は
、
市
立

図
書
館
に
あ
る
決
算
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

表①　業務状況
項 目 業 務 量 前 年 度 比
給 水 人 口 21,418人 -1.67％
給 水 戸 数 7,578戸 1.12％
年 間 総 配 水 量 2,736,198㎥ -2.57％
年 間 有 収 水 量 2,250,827㎥ -2.13％

1日 最 大配水量 12,873㎥
令和3年1月11日 -1.45％

有 収 率 82.26％ 0.37％
比率ではなく上昇数

導送配水管延長 346,780.8m 0.02％

表③　主な改良事業
事 業 名（ 工 事 名 ） 地 係 事 業 費

（ 工 事 費 ）
地 上 式 消 火 栓
設 置 工 事

片 瀬 町
1 他 647万8千円

水道施設耐震化・更新
計画作成業務委託 元 町1他 1,034万円

立川水源地　薬注盤
シーケンサ更新工事 立川町2 678万6千円

新道～境　遠方監視設
備 更 新 工 事

荒 土 町
境 他 730万4千円

若 猪 野 水 源 地
1号 井 さ く 井 工 事 若 猪 野 2,205万5千円

若 猪 野 水 源 地
1号井機械設備工事 若 猪 野 1,166万円

若 猪 野 水 源 地
1号井電気設備工事 若 猪 野 628万1千円

境 配 水 池
配水流量計更新工事

荒 土 町
細 野 677万3千円

表②　財政状況
【収益的収支（税抜）】
区　分 R2年度決算額 R1年度決算額
収　入 4億8,974万円 5億892万円
支　出 4億7,736万8千円 4億7,680万8千円
差　引 1,237万2千円 3,211万1千円

【資本的収支（税込）】
区　分 R2年度決算額 R1年度決算額
収　入 9,819万2千円 1億2,489万2千円
支　出 2億8,956万5千円 3億2,216万1千円
差　引 -1億9,137万3千円 -1億9,726万8千円
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市
は
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
（
以
下
、
下
水
道

等
）
の
整
備
を
拡
大
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

区
で
ご
自
宅
の
水
洗
化
工
事
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
指

定
区
域
内
で
浄
化
槽
を
未
設
置
の
場
合

は
、
お
早
め
に
接
続
、
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
下
水
道
等
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

①�

接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝
山
市
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
か
ら
選
び

ま
す
）

②�

工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き
は
業
者

が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

公共下水道
区　　名 ％ 区　　名 ％

勝山地区 95.3 荒土地区 81.5
元町１～３ 94.7 松　田 86.9
昭和町１～３ 97.4 田名部 100.0
旭町１～２、旭毛屋町 97.3 布　市 79.0
立川町１～２ 94.3 清水島 77.5
本町１～４ 92.4 北新在家 81.1
栄町１～５ 92.6 別　所 91.7
沢町１～２ 93.1 細野口 66.9
芳野町１～２ 95.6 北宮地 92.4
猪野瀬地区 93.4 堀　名 74.8
猪野口 80.5 伊　波 82.5
若猪野 96.0 妙金島 8.5
北市・上高島・下高島 89.9 新　保 90.5
下毛屋･毛屋町 93.4 松ヶ崎 94.4
猪　野 94.3 鹿谷地区 80.9
片　瀬 92.6 保　田 88.6
片瀬町１～２ 97.4 西光寺 82.1
平泉寺地区 72.7 北西俣 66.9
平泉寺 71.3 矢戸口　※ 51.8
岡横江 81.6 本　郷 86.1
村岡地区 94.5 西遅羽口 67.5
郡 100.0 東遅羽口 63.8
五本寺 100.0 杉　俣 91.4
黒　原 100.0 志　田 92.0
暮　見 92.7 発　坂 94.9
寺　尾 86.9 保田出村 86.3
浄土寺 85.9 遅羽地区 80.1
滝波町１～５ 93.8 嵭　崎 100.0
郡町１～３ 97.6 大　袋 94.5
長山町１～２ 92.7 新　道 98.5
上芳野 100.0 北　山 79.5
野向地区 82.5 蓬　生 40.8
竜　谷 94.2 中　島 80.6
竹　林 － 千代田 18.2
聖　丸 88.2 比　島 －
深　谷 45.8 合 計 91.3

農業集落排水
区　　名 ％ 区　　名 ％

神谷地区 100.0 勝山東部地区 88.6
栃神谷 100.0 赤　尾 92.1
薬師神谷 100.0 笹　尾 79.6
北野津又地区 100.0 大　渡 92.3
勝山西部地区 83.2 壁　倉 100.0
西妙金島 67.6 岩ケ野 70.5
檜曽谷 93.0 大矢谷 87.8
新　町 93.8 神　野 100.0
志比原 70.0 経　塚 61.1
上森川 100.0 上　野 61.9
下森川 86.7 下荒井 85.9
東　野 79.7 伊知地・坂東島地区 68.9
上　野 79.4 伊知地 76.1
中清水 75.0 坂東島 60.5

合 計 82.3

合併処理浄化槽
区　　名 ％ 区　　名 ％

北谷地区 36.3 荒土地区 53.5
中　尾 44.4 境 53.6
北六呂師 16.7 戸　倉 83.3
河　合 0.0 西ヶ原 28.6
木根橋 23.8 新　道 64.3
小　原 0.0 その他地区 28.0
谷 0.0 野向町牛ケ原 50.0
杉　山 0.0 野向町横倉 0.0

村岡町滝波 61.5
平泉寺町小矢谷 0.0
合 計 43.5

◦�水洗化率＝下水道等に接続済の人口／下水道等に
接続できる人口
◦�「－」は未整備または整備中の地区
◦�※印は、供用開始から3年未満の地区

公
共
下
水
道
等
へ
の

早
期
接
続
、
合
併
浄
化
槽

設
置
の
お
願
い

各地区別水洗化率（令和3年3月末）
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

◆
追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と

き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
場
合
、

右
記
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、「
追
納
制
度
」を
利
用
し
て
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※�

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
に
、
残
り
の

納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し
て
い

な
い
場
合
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん

※�

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

※�

追
納
は
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の

う
ち
、
原
則
古
い
期
間
の
保
険
料
か
ら

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

※�

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承

認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧

め
し
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
の
ア
ッ
プ
の
た
め
に

�

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

【
令
和
３
年
度
中
に
追
納
し
て
い
た
だ
く
際

の
保
険
料
】

県
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
1
1
1
4

　
８
月
31
日
、
水
上
市
長
、
田
中
県
議
会

議
員
お
よ
び
関
係
課
長
が
県
庁
を
訪
れ
、

市
が
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る
内
容

を
ま
と
め
た
要
望
書
を
知
事
に
提
出
し

ま
し
た
。

最
重
要
要
望

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど

へ
の
対
応

　

長
期
的
な
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
か
か
る
財
政
支
援
、
地
域
経
済
活

動
へ
の
支
援
継
続
な
ど

②�

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
（
長
尾
山
総
合
公

園
）の
今
後
の
整
備
・
運
営

③�
県
立
大
学
新
設
学
部
の
勝
山
市
内
設

置
・
恐
竜
関
連
施
設
の
集
約

④�

一
般
国
道
１
５
７
号
勝
山
市
～
大
野

市
間
の
４
車
線
化

⑤�

一
級
河
川
大
蓮
寺
川
河
川
改
修
事
業

の
整
備
促
進
な
ど

　

一
級
河
川
大
蓮
寺
川
河
川
改
修
事
業

の
早
期
完
成
、
防
災
・
安
全
交
付
金
（
下

水
道
事
業
）の
予
算
確
保

そ
の
他

　

主
要
地
方
道
篠
尾
勝
山
線
の
早
期
着

工
・
開
通
に
つ
い
て
、
中
学
校
再
編
に
伴

う
中
高
の
連
携
に
つ
い
て

※�

最
重
要
要
望
以
外
に
も
重
要
要
望
も

県
へ
提
出
し
て
い
ま
す

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除 備　考
平成23年度の月分 15,350円 11,510円 7,680円 3,830円
平成24年度の月分 15,200円 11,400円 7,600円 3,800円
平成25年度の月分 15,180円 11,380円 7,590円 3,790円
平成26年度の月分 15,330円 11,500円 7,660円 3,830円
平成27年度の月分 15,650円 11,740円 7,820円 3,920円
平成28年度の月分 16,310円 12,230円 8,150円 4,070円
平成29年度の月分 16,520円 12,390円 8,260円 4,130円
平成30年度の月分 16,360円 12,260円 8,180円 4,080円
令和元年度の月分 16,410円 12,310円 8,200円 4,100円 加算なし
令和2年度の月分 16,540円 12,400円 8,270円 4,130円

重要要望の
詳細はこちら
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省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

お知らせ・行事案内

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

人権擁護委員のご紹介
　７月１日付で法務大臣より人権
擁護委員に委嘱されました。
再任▶笠羽忠恭氏（北郷町坂東島）
問未来創造課（市役所2階）　
　☎88 ｰ 1115

９月は市民提案月間 
「市長への手紙」
　勝山をさらによくするためのご
意見やご提案を「市長への手紙」に
して、ぜひお聞かせください。
提出方法▶手紙、メールなど
提出先▶総務課広報広聴係
〒911-8501
　勝山市元町１丁目１番１号
E-mail:kouhou@city.katsuyama.lg.jp
注意事項
・�必ず住所、氏名、電話番号を記
載してください
・�地域のご要望や苦情などは、各
区長を通してお申し出ください
・�特定の個人や事業者などへの誹
謗中傷はお受けできません
その他
・�記載された個人情報は、目的以
外には利用しません
問総務課（市役所2階）
　☎88 ｰ 1114

　

�

何
気
な
い
日
常
の
風
景
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
る
七
里
壁
。
丸
い

川
原
石
を
高
く
積
み
上
げ
た
石
積

み
を
見
上
げ
て
触
っ
て
、
旧
勝
山

城
下
の
歴
史
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
M
）

　

勝
山
城
下
町
の
魅
力
を
知
る

方
々
は
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
想

い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
魅
力
あ
る
町
並
み
を
、
今
一
度

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。�

（
S
）

編
集
後
記

大野・勝山地区縁結び 
結婚相談会
時9月26日㈰午前9時～正午所多
田記念大野有終会館（結とぴあ）
201、202号室内地域の縁結びさ
んによる結婚相談やお相手紹介
（個別相談）対結婚を考える25～
40歳までの独身男女（大野市・勝
山市在住者）締9月24日㈮
申・問福井県「地域の縁結びグルー
プ　結いザウルス・縁結びの会」
　☎090 ｰ 8269 ｰ 8529

第７回共催展 お城で左義長
時9月26日㈰午後2時～ 2時30分
所勝山城博物館２階　障壁画ホー
ル内勝山左義長ばやし保存会によ
る太鼓演奏定100人費無料（入館
料（＊）は別途必要）
＊�勝山在住の方は、住所が分かる
ものを提示すると2割引き

申・問勝山城博物館　☎88 ｰ 6200

ブータンミュージアム
に行こう！
時10月2日㈯午前10時～ 11時30
分所ブータンミュージアム(鹿谷町
保田）定15人締9月24日㈮
申・問野向公民館　☎88 ｰ 0265

須川展也 
サクソフォン・リサイタル
時11月20日㈯午後2時
～（午後1時30分開場）
所市民会館大ホール費
大人1,500円（全席自由）
◆チケット販売開始日
時9月16日㈭所勝山サンプラザイ
ンフォメーション、史蹟・文化課
問史蹟・文化課（教育会館2階）
　☎88 ｰ 8113

詳細は
こちら
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建設会社で地域の
  未来を造る。

未経験でも歓迎！！

発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４

さくら学 進 教 室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。

人口の動き（前月比）　※8月末現在
総人口 22,270人（－32） 世帯数 7,895世帯
男性 10,655人（－12） 出生 7人 死亡 30人
女性 11,615人（－20） 転入 22人 転出 31人

8月の交通事故（前年比）
事故 23件（－12）
死者 0人（－1）
負傷者 10人（＋5）

９月の納税
国民健康保険税（2期）
納期限 9月30日㈭
口座振替 9月27日㈪


